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水
ソ
ウ
付
ボ
ン
ヅ
自
動
車
が
お
目
見
え

　

市民待望の水ソ

ウ付ポンプ自動車

が二月七日到着し

翌八日午前十時に

市消防署車庫で、

市長始め消防副団

長、市防火協力会

長、各区長会長な

どが列席して入魂

式が行われました

　

式終了後、同所

で放水式が行われ

水ソウからの放水

試験、中継操法の

妙技などに新威力

を発揮して参観者

を喜ばせまし人こ。

（
ポ
ン
プ
車
の
放
水
式
）

　

水
ソ
ウ
付
ポ
ン
プ
自
勁
車
は
、

ニ
ッ
サ
ン
自
勁
車
一
九
五
八
年
型

で
、
一
、
五
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
（
約

八
石
二
斗
）
の
水
ソ
ウ
付
、
放
水

能
力
は
一
分
間
に
最
高
七
五
〇
ガ

ロ
ン
（
約
十
六
石
五
斗
）
の
性
能

を
持
ち
、
運
転
員
一
人
で
車
上
に

い
な
が
ら
き
わ
め
て
簡
単
に
す
べ

て
の
操
作
が
で
き
、
性
能
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
の
が
特
長
で
す
。

　

さ
ら
に
電
気
火
災
や
油
火
災
な

ど
に
備
え
て
薬
品
消
火
器
四
器
が

取
り
付
け
て
あ
り
、
こ
の
上
に
小

型
勁
カ
ボ
ン
プ
と
新
型
絡
車
（
折

た
た
み
に
し
た
ホ
ー
ス
を
六
本
積

ん
で
い
る
小
型
車
）
を
乗
せ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
ど
ん
な
狭
い
火
災
現
場

へ
も
小
型
蛸
カ
ポ
ダ
フ
の
中
継
に

よ
っ
て
、
十
四
本
ま
で
の
ホ
ー
ス

が
中
継
で
き
、
延
長
二
百
八
十
メ

ー
ト
ル
の
所
で
放
水
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
■
i
寸
ご
札
を
迎
に
ど

ん
な
狭
い
所
に
詰
。
る
水
源
地
か
ら

も
水
リ
ム
タ
ン
ク
ヘ
給
水
が
で
き

る
仕
力
け
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

こ
の
よ
ら
な
新
し
い
設
陥
を
も
っ

旧
機
は
や
国
に
も
珍
ら
し
い
新
鋭

機
と
し
て
、
そ
の
性
能
の
発
揮
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
購
人
に
当
っ
て
は
、
市
政

を
語
る
会
や
ド
長
会
、
市
の
防
火

協
力
会
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
か

ら
も
切
望
さ
れ
、
昨
年
五
月
に
は

国
庫
補
助
金
七
十
二
万
円
の
内
示

も
あ
り
、
さ
ら
に
区
長
会
長
ら
の

一
戸
百
円
寄
付
運
動
の
働
き
か
け

に
よ
っ
て
、
同
年
六
月
市
議
会
で

購
入
を
決
め
、
十
一
月
に
二
百
八

万
円
で
、
大
阪
市
森
田
ポ
ン
プ
工

業
株
式
会
社
に
発
注
1
て
あ
っ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
ら
1
た
最
新
型
の
ポ
ン
プ
が

備
え
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
市
民
に

と
っ
て
は
心
強
い
限
り
で
あ
り
ま

す
が
、
結
局
は
こ
ら
し
た
機
械
の

出
動
の
要
が
な
い
こ
と
が
最
も
望

ま
1
い
わ
け
で
あ
り
室
す
か
ら
、

各
戸
が
火
災
予
防
に
は
、
特
に
御

注
意
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

三
億
一
千
九
百
万
六
千
九
百
八
十
円

学
校
、
道
路
戸
建
設
事
業
に
一
億
五
千
七
百
万
円

昭和31年度

一般会計決算額

〔
既
報
〕
昭
和
三
十
一

年
度
一
股
会
計
な
ら
び

に
特
別
会
計
の
決
算
ば

第
二
十
三
呵
臨
時
巾
議

会
（
一
月
二
十
四
目
）

で
決
算
委
員
会
に
付
託

決
算
内
容
包
検
副
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
決
算
に
も
ら

れ
て
い
る
事
業
の
主
な
も
の
か
拾

い
あ
げ
、
大
き
な
建
設
ボ
業
の
跡

を
眺
め
て
見
ま
し
よ
ら
。

　

歳
人
決
算
額
は
三
位
二
千
三
日

九
十
万
七
千
五
百
二
十
五
円

　

歳
出
決
算
額
は
三
億
一
に
九
百

万
六
千
九
百
八
十
円

　

歳
入
歳
出
差
引
三
百
九
十
万
五

百
四
十
五
円
の
残
額

　

歳
出
の
面
で
建
設
事
業
に
使
わ

れ
た
お
金
は
歳
出
額
の
四
九
｛
I

セ
ン
ト
で
一
億
五
千
六
百
七
十
一

万
円
と
な
っ
。
て

い
ま
す
。
駄
育

費
ば
侃
出
面
の

工
座
を
占
め
て

い
さ
す
。

教
育
費

　

下
庄
小
学
校

改
吊
工
事
、
鉄

筋
ブ
ノ
ク
リ
ー

犬
二
階
建
第
一

期
分
（
三
五
九

坪
）
小
山
小
学

校
新
築
第
二
期

分
（
九
三
坪
）

蕨
生
小
学
校
改

築
（
二
五
一
坪
）

上
庄
小
学
校
屋

内
運
勁
場
改
築

鉄
筋
＝
ン
ク
ジ

ー
ト
建
（
三
〇

九
坪
）
上
庄
中
学
校
寄
宿
舎
新
築

な
ど産

業
経
済
費

▽
新
し
い
む
ら
作
り
中
部
地
区
（

富
田
）
農
賄
交
換
分
合
七
〇
町
歩

農
尨
一
、
三
六
七
メ
ー
ト
ル
、
水

路
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
陪
さ
よ
排

水
一
町
歩
、
共
同
作
業
所
三
む
ね

飼
料
バ
整
施
設
な
ど
▽
六
呂
師

牧
計
の
心
成
ワ
脱
力
散
粉
器
十

台
購
人
垢
助
ワ
部
落
振
興
事
業

畜
碩
振
興
や
裏
白
奨
励
、
家
畜
共

川
竹
叫
所
の
新
設
な
ど
▽
真
名

川
川
水
事
業
▽
積
害
測
ヽ
冷
対
策

事
栗
．
長
道
六
、
〇
二
六
メ
ー
ト

ル
、
水
路
九
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
か

ん
が
い
将
水
路
二
、
四
六
二
メ
ー

ト
ル
▽
木
木
、
塚
原
開
拓
事
業

補
助
▽
商
工
関
係
、
融
資
預
託

金
制
度
の
設
置
、
商
店
診
断
の
実

施
、
部
落
電
話
の
設
置
▽
林
業

関
係
、
嵐
、
上
荒
井
、
大
矢
戸
、

不
動
堂
上
黒
谷
、
蕨
生
、
大
門
、

上
打
波
な
ど
の
各
昧
道
▽
市
有

林
二
四
町
歩
の
植
林

昭和31年度一般会計決算を眺めて

風
見
鶏

　

交
流
電

化
の
発
冷

と
、
北
陸

線
の
復
9
化
、
北
陸
ト
ン
ネ
ル
の

完
成
は
福
井
？
大
阪
間
を
三
時
間

十
三
分
で
走
る
と
い
う
。
ま
た
マ

イ
ク
ロ
。
ウ
ェ
ー
ブ
に
よ
っ
て
昭

和
三
十
七
年
こ
ろ
に
は
大
阪
～
福

井
間
の
即
時
通
話
も
可
能
と
の
こ

と
。
す
べ
て
の
交
通
機
関
が
子
ビ

ー
ト
●
ア
ッ
プ
さ
れ
た
▼
ソ
連

の
人
工
衛
星
打
揚
げ
に
刺
激
さ
れ

た
各
国
で
は
、
ド
ロ
ナ
ワ
式
な
科

学
教
育
の
軍
要
性
を
呼
び
か
け
た

市
の
新
市
建
設
計
画
で
も
児
童
科

学
館
の
建
設
が
浮
か
び
上
っ
て
い

る
▼
幼
少
の
時
か
ら
科
学
に
な

じ
ま
せ
よ
ら
と
い
う
ね
ら
い
。
小

中
学
校
の
統
合
は
時
代
の
声
で
あ

る
。
教
育
施
設
か
充
実
し
職
員
の

配
置
を
適
正
に
し
て
、
よ
り
よ
い

教
育
効
果
夕
挙
げ
よ
う
と
す
る
考

え
は
よ
い
▼
で
亀
実
際
問
題
に

な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
障
壁
に
つ
き

あ
た
る
。
「
五
十
歩
百
歩
」
と
い

ら
こ
と
ば
が
交
通
機
関
の
発
達
七

た
現
代
の
距
離
観
に
。
ヒ
ッ
タ
リ
あ

て
は
ま
る
。
四
キ
ロ
六
キ
ロ
と
少

し
の
距
離
に
こ
だ
わ
る
気
持
を
な

ん
と
か
解
消
で
き
な
い
も
の
だ
ろ

う
か
。
子
供
た
ち
は
規
模
の
大
き

い
整
っ
た
学
校
へ
行
き
た
が
っ
て

い
乙
の
だ
が
？
▼
上
庄
中
学
校

の
寄
宿
舎
の
生
徒
は
規
律
正
し
い

日
課
と
、
夜
は
家
庭
教
師
を
得
た

喜
び
で
勉
強
に
い
そ
し
む
さ
ま
は

実
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
▼
本
当
に

子
供
が
か
わ
い
い
の
な
ら
大
き
な

目
を
開
い
て
時
代
の
波
を
抜
手
を

切
っ
て
泳
ぎ
切
り
た
い
も
の
だ
。



資
金
の
活
用
は
一
億
円

活
路
を
ひ
ら
く
中
小
企
業
者

融資預託金制度

中
小
企
業
者
の
不
況
を
乗

り
切
る
た
め
に
市
は
融
資

預
託
金
制
度
を
設
け
、
昭

和
三
十
年
度
か
ら
毎
年
一
千
万
円
の

預
託
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
で
は
機
業
界
へ
も
一
千
万

円
の
融
資
預
託
金
制
度
を
設
け
、
み

ん
な
が
手
を
つ
な
ぎ
合
っ
て
不
況
時

を
乗
り
切
る
よ
う
意
が
注
が
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
六
月
か
ら
一
月
末
日
ま
で

に
、
一
般
中
小
企
業
融
資
預
託
金
は

二
百
七
十
五
件
に
活
用
さ
れ
そ
の
金

額
は
三
千
五
百
八
十
八
万
九
千
五
百

円
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

　

市
が
一
千
万
円
を
預
託
す
る
こ
と

を
条
件
に
、
預
託
を
受
け
る
大
野
信

用
金
庫
で
は
二
千
万
円
を
融
資
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
約
一
億

円
が
融
資
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
関
係
者
か
ら
大
き
な

好
感
が
も
た
れ
、
利
用
件
数
も
年
々

ふ
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

夫
婦
中
心
に
組
替
え

四
月
か
ら
三
年
の
間
に

籍戸

昭
和
二
十
三
年
一
月
一
日
か

ら
施
行
に
な
り
ま
し
た
新
戸

籍
法
に
よ
っ
て
、
同
法
施
行
後
、
婚

姻
し
た
新
夫
婦
は
新
し
い
戸
籍
が
作

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
室
だ
こ
の
ほ

か
に
た
く
さ
ん
改
正
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
戸
籍
は
こ
と
し
四
月
一

日
か
ら
向
う
三
年
間
の
う
ち
に
、
夫

婦
中
心
に
戸
籍
を
組
替
え
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
の
戸
籍
事
務
も
四
月
一

日
か
ら
、
各
出
張
所
の
分
も
本
庁
に

集
め
て
、
本
格
的
に
こ
の
組
替
え
に

当
る
こ
と
に
な
り
玄
し
た
。

　

い
玄
ま
で
入
夫
や
、
ム
ユ
養
子
の

婚
姻
の
場
合
、
夫
が
筆
頭
者
と
な
つ

て
い
な
い
場
合
で
も
、
こ
の
組
替
え

の
際
に
夫
を
筆
頭
者
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
戸
籍
係
ま
で
申
出

書
を
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
詳
し
い
こ
と
は
戸
籍
係
に
お

尋
ね
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ

消
費
税

盛

；．゛

市税990万円が生れる◎

　

皆
さ
ん
タ
バ

ユ
は
市
内
で
買

っ
て
く
だ
さ
い

新
生
一
個
か
ら

三
円
六
十
曳
、

バ
ッ
ト
一
個
か

ら
二
円
七
十
戈

の
市
税
が
は
い

り
玄
す
。

　

こ
の
お
金
は

皆
さ
ん
か
ら
直
接
に
だ
1
て
い
た
だ

く
の
で
は
な
く
（
間
接
税
）
専
売
公

社
が
タ
バ
ユ
の
売
上
げ
代
金
の
中
か

ら
、
タ
バ
’
の
価
格
の
○
●
九
％
分

を
、
タ
バ
・
を
売
っ
た
地
区
内
の
市

町
村
に
税
金
と
し
て
返
し
て
く
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
昭
和
三
十
二
年
度
の
当

初
予
算
に
は
八
百
三
十
七
万
円
の
タ

バ
ユ
消
費
税
が
見
積
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
電
源
開
発
や
越
美
北

線
の
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
当
市
に
集

ま
る
人
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
グ
ー
フ
フ
の
示
す
と
お
り
タ
バ
ユ

の
売
上
も
ふ
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
昨
年
の
九
月
定
例
市
議
会

で
さ
ら
に
百
五
十
万
円
の
追
加
額
を

認
め
、
タ
バ
ユ
消
費
税
は
総
額
九
百

八
十
七
万
円
と
な
り
ま
1
た
。

　

こ
の
グ
ー
フ
フ
で
見
ま
や
よ
う
に
、

ま
だ
少
々
の
増
額
が
あ
り
そ
う
で
す

　

ま
だ
国
会
で
決
定
し
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
税
法
の
改
正
に
よ

り
自
転
車
税
が
廃
止
に
な
り
、
タ
バ

ユ
消
費
税
は
○
●
二
％
税
率
が
引
上

げ
に
な
り
ま
す
と
、
皆
さ
ん
に
と
っ

て
は
自
転
車
税
（
直
接
税
）
の
軽
減

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
市
の
財
政
面

で
は
タ
バ
ユ
消
費
税
の
○
●
二
％
の

引
上
げ
に
よ
っ
て
、
さ
ほ
ど
増
減
は

な
さ
そ
う
で
す
。

　

と
も
あ
れ
旅
行
の
と
き
に
も
、
タ

バ
ユ
は
市
内
で
買
っ
て
い
っ
て
く
だ

さ
る
こ
と
も
、
市
を
愛
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

たぱニ

銚費柾 総額9，924．190円

第10回県民スキー大会

男
子 連績優勝に輝く

第
十
回
県
民
体
育
大

会
冬
季
大
会
は
、
二

月
十
六
日
午
前
九
時

か
ら
荒
島
ス
キ
ー
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

暖
冬
の
た
め
に
雪

が
少
な
く
、
同
大
会

は
憂
慮
さ
れ
て
い
室

し
た
が
、
大
会
前
の

降
雪
が
良
い
ユ
ン
デ

ィ
ジ
ョ
y
を
作
り
、

当
日
は
県
下
か
ら
二
百
余
名
の
選
手

の
ほ
か
一
般
ス
キ
ー
ヤ
ー
も
ま
じ
り

ス
キ
ー
場
は
大
混
乱
を
呈
し
ま
し
た

午
前
九
時
に
は
開
会
式
が
行
わ
れ

県
知
事
代
理
や
斎
藤
市
長
な
ど
の
あ

い
さ
つ
も
あ
っ
て
大
会
の
幕
は
切
ら

れ
ま
し
た
。
三
十
余
名
の
市
選
手
各

位
は
よ
く
が
ん
張
り
、
男
子
部
は
連

続
優
勝
を
、
ま
た
女
子
部
は
強
敵
福

井
市
を
見
事
に
打
破
り
、
と
も
に
優

勝
を
6
ち
得
た
こ
と
は
当
市
の
誇
り

で
あ
り
ま
す
。

▽
男
子
の
部
総
合
得
点

　

大
野
市
八
五
点
、
敦
賀
市
三
八
点

　

勝
山
市
三
五
点

▽
女
子
の
部

　

大
野
市
三
三
点
、
福
井
市
二
八
点

　

勝
山
市
二
二
点

大会場での市長のあいさつ

美
し
い
町
づ
く
り
を

清
掃
委
員
の
呼
び
か
け

　

市
の
条
例
で
定
め
た
清
掃
委
員
三

十
名
の
方
た
ち
は
大
野
市
清
掃
委
員

会
を
作
り
、
各
戸
に
ゴ
ミ
箱
を
設
置

し
川
ヘ
ゴ
、
こ
を
捨
て
な
い
よ
う
に
市

民
へ
呼
び
か
け
て
、
衛
生
的
で
明
る

い
町
に
な
る
よ
う
啓
発
運
動
を
起
す

計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。

　

高
内
長
四
郎
氏
（
大
田
）
が
設
立

準
備
委
員
長
に
な
っ
て
、
こ
の
設
立

準
備
を
進
め
て
お
り
、
設
立
総
会
は

三
月
二
十
日
こ
ろ
開
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

春
分
の
い
わ
れ

　

三
月
二
十
一
日
は
春
分
の
日
。
国

民
の
祭
日
で
、
そ
の
「
春
分
」
の
い

わ
れ
は
、
南
半
球
を
ま
上
か
ら
照
ら

し
て
い
た
太
陽
が
、
地
球
の
公
転
に

よ
っ
て
赤
道
の
ま
上
を
照
ら
し
、
地

球
上
ど
こ
で
も
、
尽
と
夜
の
長
さ
が

同
じ
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
尽
夜
平

分
と
い
い
、
春
分
の
「
分
」
も
こ
こ

か
ら
き
て
い
る
の
だ
と
い
い
ま
す
。

自
衛
官
の
第
一
次
募
集

　

六
月
一
日
現
在
で
十
八
歳
か
ら
二

十
五
歳
ま
で
の
男
子
で
身
心
と
も
に

健
康
な
方
は
奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
受
付
は
三
月
一
日
か
ら
四
月

十
五
日
ま
で
。

　
　
　
　

－
－
‐
‐
j
・
4
食

の
行
李

一
日
～
二
十
日
△
固
定
資
産
課
税

　

台
帖
縦
覧
と
こ
ろ
市
役
所
税
務

　

課

四
日
（
火
）
△
農
事
研
究
会
協

　

議
会
△
新
生
活
運
動
研
究
発
表

　

大
会
と
こ
ろ
大
野
公
民
館

六
日
（
木
）
△
体
育
指
導
委
員
会

十
日
（
月
）
△
三
月
定
例
市
議

　

会
（
下
庄
出
張
所
）
△
県
指
定

　

僻
地
教
育
研
究
会
と
こ
ろ
大
野

　

公
民
館

上
旬
△
社
会
教
育
委
員
会

十
四
日
（
金
）
△
文
化
財
保
護
委

　

員
会

十
八
日
（
火
）
△
戸
籍
事
務
研
究

　

会
と
こ
ろ
上
庄
出
張
所
△
公

　

民
館
長
会
議

中
旬
△
母
子
家
庭
の
新
制
中
学

　

校
卒
業
児
激
励
会
と
こ
ろ
大
野

　

公
民
館
△
農
業
委
員
会
農
地
部
会

二
十
五
日
～
三
十
一
日
△
車
両
火

　

災
予
防
運
動
週
間

下
旬
△
塗
装
講
習
会
△
各
校

　

卒
業
式



下
旬
の
気
温
は
低
い
見
込
み

‘
一
一

． ≪
i
y
？
：
i
”
’
一
い
罫

3月

〔
概
況
〕
三
月
上
旬
は
春
型
の
気

圧
配
置
に
変
り
、
か
な
り
の
高
温
を

伴
い
ま
す
が
、
そ
の
後
は
北
海
道
東

方
で
発
達
す
る
低
気
圧
が
あ
ら
わ
れ

一
時
的
に
風
雨
ま
た
は
風
雪
が
あ
る

見
込
で
す
。

　

玄
だ
気
温
も
と
き
ど
き
低
目
に
な

る
と
き
も
あ
り
、
三
月
上
旬
に
は
雪

ど
け
に
よ
る
河
川
の
増
水
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

〔
天
気
〕
△
上
旬
北
方
の
高
気

圧
は
弱
ま
り
、
移
動
性
高
気
圧
は
本

州
南
岸
上
を
、
低
気
圧
は
北
海
道
付

近
を
と
お
る
見
込
で
す
。
こ
の
た
め

暖
か
い
日
が
多
い
よ
う
で
す
。
な
お

一
時
、
日
本
海
で
低
気
圧
が
深
ま
り

南
風
が
強
く
春
型
の
気
圧
配
置
と
な

り
ま
す
。

△
中
旬
シ
ベ
リ
ヤ
の
高
気
圧
が
一

時
発
達
し
、
寒
冷
前
線
の
通
過
に
よ

り
風
の
強
い
日
が
あ
り
ま
す
。
天
気

は
変
り
や
す
く
一
時
的
に
風
雪
が
あ

り
、
晴
天
は
長
続
き
し
な
い
見
込
み

で
す
。

△
ド
旬
低
気
圧
は
北
海
道
東
方
で

発
達
1
一
時
冬
型
に
近
い
気
圧
配
置

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
天
気
は

悪
く
風
雨
ま
た
は
風
雪
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

〔
平
均
気
温
〕
△
上
旬
平
年
並

よ
り
全
般
に
高
く
一
時
南
風
が
強
く

な
る
た
め
か
な
り
の
高
温
が
起
り
、

河
川
の
増
水
、
山
間
部
で
は
ナ
ダ
レ

の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

△
中
旬
初
め
は
高
い
が
後
、
下
降

傾
向
と
な
り
、
平
均
で
は
平
年
並
。

△
下
旬
一
時
高
い
日
も
あ
り
ま
す

が
平
年
並
か
や
や
低
い
目
が
多
い
。

　

〔
降
水
量
〕
△
上
旬
概
し
て
少

な
い
△
中
旬
平
年
並
△
下
旬

平
年
並
。

〔
降
雪
量
〕
△
上
旬
少
な
い

△
中
旬
少
な
い
△
下
旬
平
年
並

木
か
ら
お
サ
ト
ウ
も

木
材
の
需
要
は
年
々
ふ
え
る

閻渥1

二
、
三
年
前
に
丹
精

を
こ
め
て
植
付
し
ま

し
た
苗
木
は
、
重
い

雪
に
お
さ
え
っ
け
ら

れ
て
腰
を
折
っ
て
い

ま
す
。
雪
消
え
を
ま

っ
て
、
痛
ま
な
い
よ

う
に
起
し
て
添
え
を
立
て
て
や
り
玄

し
よ
う
。
室
た
、
エ
ダ
打
ち
を
し
た

り
、
間
伐
を
し
て
手
入
れ
を
し
た
り

わ
ず
か
の
空
地
も
残
さ
な
い
よ
う
に

植
林
を
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
よ
う

　

わ
が
国
の
年
間
伐
採
石
数
は
二
億

二
千
万
石
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
反
対
に
成
長
量
は
一
億
七
千
万
石

と
い
わ
れ
て
い
玄
す
か
ら
。
年
々
五

千
万
石
ず
つ
の
山
が
赤
は
だ
に
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
上

に
年
々
の
人
口
増
加
と
科
学
の
進
歩

に
よ
っ
て
、
木
材
製
品
は
ま
す
ま
す

そ
の
需
要
度
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
最
近
は
パ
ル
プ
材
の
消
費

は
急
角
度
で
増
加
し
、
新
し
く
木
材

糖
化
な
ど
の
需
要
も
生
れ
る
気
運
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
需
要
を
満
た

す
上
か
ら
も
、
一
本
で
も
多
く
植
林

い
た
し
ま
し
よ
ろ
。

漁
咄
髪
綴
？
、

披
露
宴
は
手
料
理
で

友
江
婦
人
会
着
実
な
歩
み

　

小
川
の
水
も
ぬ
る
み
、
柳
の
芽
も

ふ
く
ら
ん
で
き
ま
し
た
。
三
月
は
弥

生
（
い
や
お
い
）
と
い
わ
れ
、
い
や

が
上
に
も
お
い
し
げ
る
と
い
う
め
で

た
い
月
で
す
。

　

こ
の
こ
と
ぱ
を
そ
っ
く
り
あ
て
は

め
た
い
よ
う
な
友
江
婦
人
会
を
尋
ね

て
、
こ
の
会
の
活
動
状
況
を
聞
く
こ

と
に
1
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
十
月
、
鳩
山
内
閣
が

新
生
活
運
動
を
提
唱
し
た
こ
と
は
、

み
な
さ
ん
も
御
存
知
で
す
が
、
こ
こ

友
江
婦
人
会
で
は
、
そ
れ
よ
り
ず
っ

と
以
前
、
い
ま
か
ら
十
二
年
ほ
ど
前

か
ら
す
で
に
実
行
さ
れ
て
き
ま
し
た

　

当
時
三
十
余
名
の
会
員
で
、
叫
る

い
む
ら
作
り
は
手
近
な
わ
が
家
の
明

朗
と
健
康
、
つ
ぎ
に
隣
り
近
所
と
の

和
合
、
こ
れ
に
は
会
員
の
お
互
い
が

助
け
合
い
の
心
を
養
う
た
め
に
悩
み

の
多
い
女
心
を
洗
心
し
和
合
を
図
る

よ
う
、
月
に
一
回
例
会
を
設
け
、
む

ら
の
お
寺
で
洗
心
講
を
開
く
こ
と
を

決
め
て
い
ら
い
、
地
味
な
例
会
が
繰

り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

例
会
に
は
住
職
か
ら
講
話
が
あ
り

そ
の
あ
と
は
会
の
通
知
ご
と
や
お
話

し
の
会
に
移
り
、
家
庭
の
こ
と
や
農

事
の
こ
と
な
ど
を
共
同
で
研
究
し
、

明
る
さ
と
協
同
心
を
養
っ
て
い
ま
す

　

会
費
に
月
一
L
へ
十
円
で
、
こ
の
ほ

か
共
同
で
働
い
た
お
金
を
積
み
た
て

会
員
の
災
害
や
病
気
見
舞
の
お
金
な

ど
に
あ
て
、
互
に
助
け
合
い
励
ま
し

あ
う
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
も
年
月
を
重
ね
る
ご
と
に

活
動
範
囲
を
拡
げ
、
最
近
は
農
家
の

米
食
偏
重
を
カ
ロ
リ
ー
本
位
に
切
り

替
え
、
総
合
栄
養
を
取
る
よ
う
に
指

導
し
豊
か
な
食
生
活
を
営
む
ほ
か
、

生
花
の
講
習
な
ど
も
あ
っ
て
日
常
生

活
に
う
る
お
い
を
増
す
こ
と
に
な
り

玄
1
た
。

　

昭
和
二
十
五
年
こ
ろ
、
乳
児
を
持

つ
主
婦
の
過
労
を
助
け
、
生
産
の
向

上
と
さ
ら
に
は
幼
児
の
環
境
を
よ
く

す
る
た
め
に
季
節
保
育
所
を
設
け
、

そ
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
一
年
に
は
結
婚
式
の
簡

素
化
を
強
く
呼
び
か
け
、
披
露
宴
の

料
理
は
全
部
手
料
理
と
決
め
、
室
た

式
と
披
露
宴
の
時
間
は
一
時
間
以
内

に
決
め
て
、
お
人
形
の
よ
う
に
長
く

座
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
花
嫁
さ
ん

に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
む
だ
を
省
き
、

地
に
着
い
た
新
生
活
運
動
を
進
め
る

た
め
に
協
力
し
、
こ
れ
ま
で
に
二
組

も
実
行
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

か
ね
て
農
家
経
済
を
豊
か
な
も
の

に
す
る
た
め
に
、
ソ
サ
イ
の
共
同
作

付
と
出
荷
を
思
い
付
き
、
昭
和
三
十

一
年
三
月
に
は
市
役
所
か
ら
補
助
を

受
け
、
木
造
平
屋
建
十
二
坪
の
共
同

作
業
所
兼
出
荷
所
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
基
と
な
っ
て
今
年
は
ソ

サ
V
栽
培
講
習
会
も
た
び
た
び
開
か

れ
、
ソ
サ
イ
の
計
画
栽
培
が
意
図
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
市
の
北
の
方
か
ら
も
婦

人
の
力
が
大
き
く
は
た
ら
い
て
、
新

し
い
市
づ
く
り
の
ピ
ッ
チ
が
あ
が
っ

で
行
き
ま
す
。

（友江婦人会の作業兼出荷所）

麟題

身
近
に
春
が
訪
れ

て
ま
い
り
ま
1
た

百
姓
も
お
い
お
い

忙
し
く
な
り
ま
す

が
、
と
り
あ
え
ず

次
の
こ
と
を
注
意

し
ま
し
よ
う
。

　

〔
作
物
〕
ム
ギ
、
ナ
タ
ネ
な
ど
の

冬
作
物
は
早
め
に
追
肥
を
や
り
中
う

ち
を
行
い
ま
す
。
雪
ど
け
水
が
た
ま

ら
な
い
よ
う
水
は
け
の
み
ぞ
を
作
っ

て
や
り
ま
し
よ
う
。

　

レ
ン
グ
は
春
、
温
度
が
上
っ
て
か

ら
湿
害
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
水
は

き
を
よ
く
し
、
生
育
を
早
め
る
た
め

に
反
当
り
十
五
貫
の
草
木
灰
を
ま
い

て
や
り
ま
し
よ
う
。
玄
だ
秋
に
切
わ

ら
を
や
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
三

十
貫
ほ
ど
の
切
わ
ら
を
室
い
て
や
り

ま
し
よ
う
。

〔
ソ
サ
イ
〕
ナ
ヌ
、
ト
マ
ト
、
キ

ウ
リ
な
ど
果
菜
類
の
苗
床
も
い
ま
か

ら
準
備
し
ま
し
よ
う
。
最
近
ピ
ー
マ

ン
（
ト
ウ
ガ
ー
フ
ジ
）
の
需
要
が
増
し

て
き
ま
し
た
か
ら
、
こ
れ
ら
い
ま
の

う
ち
に
苗
を
作
り
玄
し
よ
う
。

　

冬
こ
し
野
菜
も
雪
解
け
と
と
も
に

急
激
に
生
長
を
始
め
ま
す
か
ら
早
く

追
肥
を
や
り
中
う
ち
を
行
い
、
元
気

を
つ
け
て
や
り
ま
し
よ
う
。

　

〔
果
樹
〕
ツ
ギ
木
用
の
穂
木
は
樹

液
の
働
き
だ
さ
な
い
う
ち
に
採
取
し

貯
蔵
し
て
お
き
ま
す
。
普
通
は
昨
年

の
暮
、
セ
ン
定
の
と
き
に
用
意
す
る

の
が
た
て
ま
え
で
す
。

　

〔
畜
産
〕
陽
気
が
良
く
な
っ
て
家

畜
の
か
ら
だ
は
活
動
期
に
は
い
っ
て

き
ま
す
か
ら
、
そ
の
飼
育
管
理
は
衛

生
上
最
も
必
要
な
天
恵
（
日
光
、
き

れ
い
な
空
気
、
水
、
伸
び
す
ぎ
た
裏

作
物
の
青
刈
な
ど
）
を
十
分
う
け
さ

せ
て
健
康
の
増
進
に
努
め
ま
し
よ
う

　

ニ
ワ
ト
リ
は
育
す
う
の
好
期
に
な

り
玄
す
か
ら
、
信
用
の
あ
る
業
者
か

ら
初
生
ひ
な
を
入
れ
て
育
す
う
に
か

か
り
ま
し
よ
う
。
卵
の
値
の
安
い
年

こ
そ
養
鶏
に
力
を
い
れ
、
や
が
て
来

る
上
り
値
を
期
待
す
る
の
も
ユ
ツ
で

す
。
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2
8
点
を
市
の
文
化
財
に

文
化
財
保
護
委
員
会
が
決
め
る

　

昭
和
三
十
一
年
九
月
に
生
れ
た
市

文
化
財
保
4
委
員
会
は
、
郷
土
の
文

化
財
を
研
究
し
保
存
す
る
た
め
に
現

地
に
出
向
い
て
調
査
し
た
り
、
こ
の

方
の
権
威
者
を
招
い
て
指
一
司
を
仰
ぐ

な
ど
十
二
回
の
研
究
会
が

重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
　

一
月
二
十
一
目
に
は
数

多
く
の
中
か
ら
次
の
二
十

八
点
を
市
の
文
化
財
に
決

め
、
保
護
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

〔
史
跡
〕
①
経
塚
跡
（

黒
谷
観
音
堂
境
内
）
②
小
山
城
跡
（

医
王
寺
城
山
）
③
将
監
山
城
跡
（
酉

勝
原
）
④
亀
山
城
跡
（
昭
和
三
十
二

年
十
一
月
県
文
化
財
に
指
定
）
⑤
明

倫
館
跡
（
有
終
回
小
学
校
）
④
大
野

済
生
病
院
跡
種
痘
館
（
大
野
織
物
工

業
協
同
組
合
の
付
近
、
一
部
建
物
は

広
島
屋
の
屋
敷
）

　

〔
墓
碑
〕
①
朝
倉
義
荒
墓
②
土
屋

左
馬
介
正
明
墓
③
キ
リ
シ
タ
ン
燈
口

ウ
（
木
本
春
日
神
社
境
内
）

〔
古
文
書
〕
①
沙
弥
、
智
円
の
寄

進
状
（
宝
慶
寺
‐
‐
注
1
）
②
沙
弥
、

円
聴
の
寄
進
状
（
宝
慶
寺
‥
‥
‐
注
2
）

③
永
正
元
年
1
西
暦
一
、
五
〇
四
年

―
如
斤
が
作
っ
た
寺
領
目
録
（
宝
慶

寺
‐
‥
注
ろ
）
④
永
祥
九
年
I
西
暦
一

五
六
六
年
I
存
因
が
作
っ
た
寺
納
帖

（
宝
慶
寺
＝
注
4
）
⑤
永
除
十
二
年

－
西
暦
一
、
五
六
九
年
－
存
因
が
作

っ
た
寺
領
分
納
帖
（
宝
慶
寺
）
④
前

波
播
摩
守
長
俊
の
寺
領
に
関
す
る
書

状
（
宝
慶
寺
）
⑦
明
智
十
兵
衛
、
羽

柴
藤
吉
、
滝
川
一
益
の
三
人
連
署
寺

領
に
関
す
る
書
状
（
宝
慶
寺
）
③
通

称
ハ
ｙ
リ
（
1
越
十
景
魚
止
め
）
の

漁
業
権
文
書
（
下
打
波
勝
矢
文
右
衛

門
氏
所
蔵
）
⑨
不
勁
堂
村
境
界
に
関

す
る
文
書
（
不
動
堂
春
日
神
社
）

　

〔
彫
刻
〕
①
洞
雲
寺
開
山
元
勅
の

木
像
（
出
目
是
閑
の
作
）
②
備
荒
倉

額
（
萩
が
野
飯
岡
彦
兵
衛
氏
所
蔵
）

②
円
立
寺
本
堂
欄
間
（
円
立
寺
蔵
）

〔
書
画
典
籍
〕
①
蘭
読
原
宍
訳
書

（
大
野
高
等
学
校
蔵
書
）
②
武
田
耕

雲
斎
が
持
つ
て
い
た
日
本
地
図
（
木

本
、
杉
本
憲
治
氏
所
蔵
）
③
岩
佐
又

兵
衛
（
福
井
市
の
人
）
三
十
六
歌
仙

の
圃
（
円
立
寺
所
蔵
）

　

〔
天
然
記
念
物
〕
①
小
白
山
神
社

境
内
の
大
桂
木
（
下
打
波
）
②
義
雲

禅
師
（
宝
慶
寺
第
二
世
）
が
植
え
た

と
い
わ
れ
る
義
雲
杉
（
宝
慶
寺
）
③

一
里
塚
と
い
わ
れ
る
榎
木
（
木
本
）

〔
無
形
文
化
財
〕
①
扇
踊
（
上
若

生
子
）

　

昨
年
同
委
員
会
で
亀
山
城
跡
、
朝

倉
義
差
の
墓
、
土
屋
正
明
墓
の
三
ヵ

所
に
花
尚
岩
で
い
わ
れ
を
書
い
た
石

標
を
立
て
ま
し
た
。
昭
和
三
十
三
年

度
で
は
、
さ
ら
に
一
層
実
地
踏
査
を

深
め
て
残
っ
て
い
る
文
化
財
に
っ
い

て
も
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
（
写
真
は
義
景
公
の
石
標
）

　

（
注
）
①
智
円
沙
弥
、
元
は
藤
原
氏

宝
慶
寺
開
山
寂
円
禅
師
に
参
禅
し
、

そ
の
後
沙
弥
と
な
る
。
正
安
元
年
－

西
暦
一
、
二
九
九
年
－
山
林
一
二
〇

町
歩
と
本
堂
を
室
慶
寺
に
寄
進
1
ま

し
た
。
②
円
聴
沙
弥
、
元
は
藤
原
氏

宝
慶
寺
を
信
仰
し
貞
治
四
年
1
西
暦

一
、
三
六
五
年
－
自
分
の
領
地
で
あ

っ
た
木
本
村
の
田
畑
を
宝
慶
寺
興
隆

の
た
め
に
寄
進
し
た
人
。
③
如
斤
、

宝
慶
寺
第
十
五
世
の
住
職
、
永
正
元

年
－
西
暦
一
、
五
〇
四
年
1
宝
慶
寺

寺
領
目
録
を
作
っ
た
人
。
④
存
因
、

宝
慶
寺
上
席
和
倚
、
永
録
九
年
－
西

暦
一
、
五
六
六
年
－
と
同
十
二
年
の

二
回
、
寺
領
目
録
を
作
っ
た
人
。

『画珊珊

⑨

受
診
証
は
窓
ロ
ヘ

N
子
医
者
に
見
て
も
ら
う
と
き

受
診
証
を
も
っ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
か
。

（
答
）
初
め
て
み
て
も
ら
う
と
き
は

知
っ
て
い
る
医
者
で
も
必
ず
受
診
証

を
も
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う

で
な
い
と
、
名
は
わ
か
っ
て
い
て
も

被
保
険
者
の
資
格
の
有
無
や
受
診
証

の
記
号
番
号
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に

一
部
負
担
金
を
調
定
す
る
と
き
間
違

い
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

N
子
医
者
に
だ
し
た
受
診
証
は

い
っ
で
も
返
し
て
く
れ
ま
す
か

（
答
）
医
者
は
受
診
証
に
書
い
て
あ

る
病
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

や
、
記
号
番
号
な
ど
を
記
帖
さ
え
す

れ
こ
い
つ
で
も
返
し
て
く
れ
ま
す
か

ら
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

N
子
受
診
証
が
一
時
見
あ
た
ら

な
い
と
き
は
ど
ら
し
ま
す
か
。

　

（
答
）
保
健
課
ま
た
は
出
張
所
に
お

い
で
に
な
れ
ば
、
受
診
証
に
代
わ
る

証
明
書
を
作
っ
て
あ
げ
ま
す
。

爾
に
勺
‘

　

△
ガ
ラ
ス
に
紙
を
は
る
と
き

ノ
ジ
の
代
わ
り
に
石
け
ん
を
使
う

と
、
は
ぐ
と
き
便
利

で
、
あ
と
が
よ
ご
れ

ま
せ
ん
。
は
る
方
法

は
石
け
ん
の
か
ど
を

紙
の
う
ら
に
こ
す
り
つ
け
、
水
で

少
し
し
め
ら
す
だ
け
で
十
分
で
す

　

△
玉
子
の
目
玉
焼

フ
ー
フ
イ
パ
ン
に
油
を
ま
ん
べ
ん
に

ぬ
り
、
熱
く
な
っ
て

か
ら
玉
子
を
落
し
ま

す
が
、
落
し
て
か
ら

茶
サ
ジ
ー
ぱ
い
の
水

を
流
し
こ
み
ま
す
。
そ
う
し
ま
す

と
こ
げ
つ
く
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん

電
話
の
申
込
は
す
ぐ
に

　

電
話
を
必
要
と
思
わ
れ
る
方
は
、

い
ま
す
ぐ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
電
話
局
で
は
交
換
台
が
、

い
き
づ
ま
つ
て
い
ま
す
の
で
二
十
台

ほ
ど
の
余
裕
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

申
込
数
が
多
い
と
き
は
自
働
交
換
局

に
切
替
え
る
時
期
が
早
く
く
る
と
思

い
ま
す
。

　

自
働
式
に
な
っ
て
か
ら
あ
と
に
お

申
込
み
に
な
っ
て
も
、
割
当
が
容
易

に
こ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　

（
大
野
電
報
電
話
局
）

わ
が
子
の
行
い
を
今
一
度

犯
罪
を
起
さ
な
い
た
め
に

　

昭
和
三
十
二
年
中
に
大
野
警
察
管

内
に
起
き
た
犯
罪
件
数
は
I
、
一
六

一
件
、
そ
の
う
ち
刑
法
犯
は
四
六
九

件
、
特
別
法
犯
は
六
九
二
件
で
前
年

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
九
八
件
、
二
四
三
件

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

刑
法
犯
の
主
な
発
生
件
数
を
0
ろ

っ
て
見
ま
す
と
、
窃
盗
が
二
二
九
件

で
刑
法
犯
の
約
五
〇
％
を
占
め
て
お

り
ま
す
。
次
に
詐
欺
犯
が
五
六
件
、

傷
害
犯
が
五
一
件
、
暴
行
二
五
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
少
年
犯
罪

を
眺
め
て
見
ま
す
と
刑
法
犯
が
三
三

件
、
窃
盗
犯
が
一
七
件
、
傷
害
が
八

件
、
脅
迫
一
件
、
詐
欺
一
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

件
数
で
は
昨
年
中
よ
り
一
件
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
反
面
、

犯
罪
を
犯
す
お
そ
れ
の
あ
る
少
年
が

前
年
よ
り
四
〇
％
も
ふ
え
て
お
り
ま

す
か
ら
、
子
を
持
つ
親
は
わ
が
子
の

行
状
に
よ
く
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
大
野
警
察
署
か
ら
）

声

左
義
長
を
今
後
も

行
う
べ
き
か

二
月
十
四
日
新
駅
裏

で
行
わ
れ
た
左
義
長

は
戦
後
始
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

冬
の
行
事
の
少
な
い
当
市
で
は
、
と

く
に
市
民
の
関
心
を
引
い
た
。

　

老
人
に
は
と
も
か
く
、
子
供
に
と

っ
て
は
珍
ら
し
い
行
事
で
あ
っ
た
だ

ろ
ゝ
｛
ノ
。

　

従
来
な
ら
二
月
十
四
日
こ
ろ
は
、

積
雪
厳
冬
の
時
期
で
も
あ
り
、
そ
の

日
の
天
気
模
様
で
人
出
奄
左
右
さ
れ

る
が
、
幸
い
こ
の
日
は
雪
も
降
ら
ず

千
余
人
の
人
出
を
見
た
こ
と
は
ま
ず

ま
ず
で
あ
っ
た
。

　

左
義
長
の
周
囲
に
は
ご
神
燈
が
立

て
ら
れ
、
天
下
泰
平
の
ハ
ダ
が
高
く

揚
げ
ら
れ
、
い
か
に
も
平
和
の
春
を

思
わ
せ
た
。

　

色
紙
細
工
や
書
初
の
っ
る
し
た
竹

に
、
各
戸
か
ら
持
ち
よ
っ
た
古
神
符

に
シ
メ
ナ
ワ
な
ど
、
昔
そ
の
ま
ま
の

も
の
が
見
ら
れ
た
。

　

し
か
し
過
去
に
お
い
て
、
子
供
の

火
遊
や
こ
の
よ
n
T
・
な
真
似
を
す
る
子

供
の
火
遊
が
、
原
因
と
な
っ
て
惨
事

を
起
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
後
繰
り

返
し
て
行
弓
・
べ
き
か
市
民
の
声
も
聞

き
た
い
。
（
T
生
）
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